
 

 

 

１ 学校教育目標 

『いつまでも続く未来を創るために、 

自ら考動する子どもの育成』 
本校では、「考える」と「行動する」を切り離さず、自分で問いをもち、判断し、実際に動き、振り返って次につ

なげる力を「考動力」と捉え、この力の育成を学校教育の中核に据える。 

 

２ 学校教育目標に込めた思い 

社会の変化が激しく、将来の予測が困難な時代において、子どもたちには、正解を与えられるのを待つので

はなく、自ら課題を見いだし、考え、選択し、行動する力が強く求められている。 

熊本市教育振興基本計画に示されている「自ら考え、主体的に行動できる人を育む」という理念は、 

本校が目指す子ども像とも重なっている。 

そこで本校では、 

ESD（持続可能な開発のための教育）とキャリア教育を教育活動の柱とし、「今の学びが未来につながる」こ

とを実感できる教育を通して、持続可能な社会の創り手として主体的に生きる力を育てていきたいと考え

た。 

 

３ 学校経営スローガン 

具現化のためのキーワード 「考動力」Think & Act 
 考えて、動いて、ふり返る。 その積み重ねが、考動力 

授業、行事、日常の学校生活すべてを「考動力」を育てる場として位置付ける。 

 

４ 校訓と「考動力」 

本校の校訓に示された子どもの姿は、「考動力」を具体的に表したものである。 

• 心豊かに 

他者や地域、自然を思いやり、課題を自分事として考える力 

• 理想は高く 

よりよい社会や未来の姿を思い描き、行動の目的をもつ力 

• りりしく 

自分の考えをもとに判断し、主体的に行動する姿 

• 強く 

失敗や困難に直面しても、考え直し、やり直しながら前に進む力 

校訓と学校教育目標は切り離すものではなく、一体のものとして教育活動全体に位置付ける。 

 

 

 



５ 「考動力」を育てる学びの柱 

（１）ESDの推進 

環境・社会・人とのつながりを自分事として捉え、「なぜだろう」「どうすればよいだろう」と考え、行動に

つなげる学びを重視する。 

• 身近な生活や地域の課題を題材とした学習。 

• 自分と社会、現在と未来とのつながりを意識した学び。 

（２）小学校段階でのキャリア教育 

職業選択に直結させるのではなく、「今の自分を知り、これからどう生きたいかを考える力」を育てる。子

どもたち一人ひとりの未来への夢・希望へつなげる。 

• 授業・行事・特別活動を通して、自分のよさや役割に気付く。 

• 人との関わりを通して、多様な生き方や価値観に触れる。 

• 自分で考え、選択し、行動する経験を重ねる。 

これらはすべて、「考動力」を働かせる学びである。 

 

６ 一体的な学校経営の推進 

• 校訓「心豊かに 理想は高く りりしく 強く 山ノ内」 ： 目指す子どもの姿 

• 学校教育目標「考動力」 ： 育てたい中核的な力 

• ESD ： 社会や未来とつながって考える学び 

• キャリア教育 ： 自分の生き方として考え行動する学び 

これらを切り分けず、一体のものとして教育活動全体に位置付ける。 

 

７ 重点とする学校像 

学校経営の３つの柱 

1. 笑顔いっぱい〈豊かな心〉 

居心地がよく、誰もが大切にされる学級づくり 

2. 夢いっぱい〈確かな学力〉 

子どもが主体となり、学ぶ喜びを感じる教育活動 

3. 緑（命）いっぱい〈健やかな心と体〉 

誰一人取り残さない学校づくりと、教職員の働きやすさ 

目指す学校の姿 

• 教職員にとって「心理的安全性のある学校」 

• 子どもが「応援してもらえる学校」 

• 保護者・地域から「応援したくなる学校」 

 

８ 教職員に大切にしてほしいこと 

• 子どもの「考えたい」を待つ 

• すぐに教えず、問い返す 

• 行動を価値付け、次につなぐ 

 

学校全体で理念を共有し、考え、行動し、未来を切り拓く山ノ内の子どもを育てる。 

 


